
医療の現場から
コラム

諏訪中央病院　院長　吉澤　　徹
諏訪中央病院開院70周年を迎えて

　昨年は新型コロナウイルス感染症の世界的流行に見舞われた年でした。その中で諏訪中央病院は開院
70周年を迎えました。節目を迎えた諏訪中央病院の目指す医療について歴史的経緯を含めてお話しした
いと思います。
　旧病院が塚原にあった黎明期に、当院は｢地域医療の実践｣を基本理念としていました。その根底にあっ
たのは「同じ病気で東京の人が助かり諏訪の人が助からないという不平等をなくすこと」という考えでし
た。そのために医療のレベルアップを図りつつ、当時の病院スローガンが生まれました。それは、
①予防からリハビリまでの一貫した医療
②地域に密着した手づくりの医療
③救急、高度医療を担う、という３つでした。
　高度急性期医療を担う専門医の確保と24時間体制の救急医療や、高齢化の進む地域に必要とされる総
合診療を担う医師や医療スタッフの獲得と育成に、病院は力を注いできました。
　その次に「救命はできるようになったが、幸せにできるようになったか」という命題が出てきました。
まだ介護保険が始まっていない時代に、当院では24時間の在宅ケアやデイケアが開始されました。昭和
59年頃、病院の図書室などを利用して始められたデイケアは、国のデイケア制度のモデルになりまし
た。平成10年には６床の｢日本で一番小さな緩和ケア病棟｣が誕生しました。リハビリテーションにも力
を入れ、回復期リハビリテーション病棟が開設され、療養型病棟や地域包括ケア病棟など、患者さんのニ
ーズに対応できるさまざまな療養環境を整備しました。その頃から｢患者中心の医療｣｢いのちに寄り添う
医療｣という理念も、徐々に職員に浸透してゆきました。それが現在の病院スローガンである｢あたたかな
急性期病院｣につながっています。
　諏訪中央病院は、患者さんや地域住民の皆さまから「この地域には諏訪中央病院が必要だ」と思ってい
ただける病院を目指します。生きるか死ぬかの時に最も頼りになる病院、困ったときに信頼して相談でき
る病院、人生の終末期を任せられる病院です。今般の新型コロナウイルス感染の診療においては、その役
割の重さを職員一同あらためて痛感いたしました。
　諏訪中央病院が70年の歴史を重ねてこられたのは、地域の皆さまのご理解とご支援のたまものです。
これからも病院職員が一丸となって、地域のニーズに応えるため知識と技術の研鑽に励み、病める患者さ
んに寄り添い思いやる姿勢を忘れずあたたかな医療人であり続けるよう精進いたします。
　新しい年が皆さまにとって良い一年となりますことを、心からお祈りいたします。

茅野市情報プラザ　～ICT講習会参加者募集のお知らせ～

みんなのパソコン広
場　☆パソコン、ス
マートフォン初級者
お助け隊☆

・１日若干名
・ご使用しているノートパ
　ソコン、スマートフォン
　をご持参できる方。

講　座　名 内　　　　容 講習日程 時　　間 会　　場 受講料 申込期間 対　　　象

ワークラボ八ヶ岳
午後2時～5時
（相談時間は一人
30分まで）

500円

2／18～3／1

3／4～3／15

応募少数の場合または新型コロナウイルス感染症対策の状況により中止させていただく場合もありますので、あらかじめ
ご了承願います。

申込・問　地域戦略課情報政策係　☎72－2101（内線 236・237）

ワード・エクセルの初歩的
な操作など、パソコン初級
者とスマートフォンの初歩
的な操作などのちょっとし
たお困りごとの相談、サポ
ートをします。

3／ 3（水）

3／17（水）
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茅野市内の古民家を改装してつくった宿泊施設「ヤマウラステイ」。10月16日にオープンし、数ヶ月間

運営してきました。単なる宿泊施設としてではなく「茅野への入口」と位置づけて、滞在中の時間の過

ごし方や食事のご提案など、「お客様が茅野を好きになっていただくために」細部にこだわった、ヤマウ

ラステイのおもてなし。

オープンまもなくの時期にお越しくださったお客様からの、茅野へのうれしい言葉、届きました！

以下、お客様のアンケートより抜粋します。

CHINOから、世界へ！

これからも茅野の宝を、日本中・世界中に伝えていけるよう、「ちの旅」の応援よろしくお願い致します！

【また滞在したいですか？】

一棟貸しの古民家宿泊施設「ヤマウラステイ」利用者からの
うれしい感想が届いています！

★YES。日々仕事に追われているので仕事を忘れてゆっく

　りリラックスできる環境でリフレッシュできた事に大変

　満足しております

★YES。自然に囲まれた景観、周辺の静かな環境、暮らす

　ような感覚で、最低２泊は滞在したい。

★YES。ホテルとはまた違った感覚で、半分自分の家のよ

　うな気分で過ごせました。景色も言うことなく、サイコ

　ーの時間でした。

★YES。やや不便なところはあるが、それがかえって魅力

　がある。

★YES。ちので出会った方々はみなさん明るく優しく、初め

　て訪れましたが、ちのというまちが大好きになりました。

★寒天工房訪問、おやつ体験、笹原歩きと地元住民との出会

　いなど、地域の人と会う機会があるのでとてもよい。滞在

　されるお客様には、積極的にこのような機会を提供するこ

　とで、リピーターの創出、関係人口の創出につながると思

　います。

★古民家に、最新の設備が付いているのが新鮮でした。昔の

　家=不便、寒い。的な印象がくつがえりました。

★1泊ではもったいなかったな。２泊以上ならもっとゆっく

　り過ごすことができたなと感じました。

★事前に様々なご手配や相談に乗って頂き、スタッフの方々

　や茅野の方も皆さまがとても親切で、楽しい時間を過ごせ

　ました。

【よかった点はどこですか？】
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